


　

令
和
５
年
５
月
に
コ
ロ
ナ
が
５
類

感
染
症
に
移
行
し
、
社
会
活
動
や
人

の
流
れ
、
産
業
、
市
民
生
活
に
も
総

じ
て
活
気
や
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ

る
。
一
方
で
世
界
情
勢
な
ど
の
要
因

か
ら
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
の

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
が
み
ら
れ
、

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
も
、

物
価
高
騰
対
策
事
業
費
―
住
民
税
非

課
税
世
帯
や
各
社
会
福
祉
施
設
へ
の

給
付
金
、
燃
料
費
助
成
な
ど
―
や
公

共
施
設
の
光
熱
水
費
の
増
額
補
正
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

水
道
料
金
改
定
の
条
例
案
で
は
、

長
引
く
物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活

へ
の
配
慮
が
問
題
視
さ
れ
、
反
対
討

論
が
出
る
も
賛
成
多
数
で
可
決
す
る

と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
こ
の
物
価
高
騰
が
今
後
い

つ
ま
で
長
引
く
の
か
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
の
中
で
、
生
活
弱
者
へ
の
配

慮
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
社
会
状
況
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
も
、
国
・
県
の
対
応
に
も
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

人
事
案
件

●
教
育
長
の
再
任
に
同
意

　

無
記
名
投
票
の
結
果
、
小
園
敦
氏

（
令
和
５
年
12
月
９
日
任
期
満
了
）

の
教
育
長
再
任
を
全
員
の
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。

　

投
票
結
果　

賛
成　

14
票

　
　
　
　
　
　
　
　

※
議
長
を
除
く

●
教
育
委
員
の
再
任
に
同
意

　

小
松
雅
子
氏
（
令
和
5
年
11
月
30

日
任
期
満
了
）
の
教
育
委
員
再
任
を

同
意
し
ま
し
た
。
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水道料金改定案を可決

水 道 料 金 の 改 定

12
月
定
例
会

（
令
和
５
年
第
８
回
）

　

市
議
会
は
12
月
定
例
会
（
11
月
28
日
～
12
月
12
日
）
が
招
集
・
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
４
件
、
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
11
件
、
条
例
改
正
11
件
、

人
事
案
件
２
件
な
ど
を
含
む
議
案
27
件
、
議
提
３
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て

同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議　場

定　

例　

会

一　
般　
質　
問

視　
察　
報　
告

定　

例　

会

一　
般　
質　
問

視　
察　
報　
告

☝ 

注
目
事
業
の
審
議
・
審
査 

　
　
　

●
９
年
ぶ
り
に
水
道
料
金
を
改
定

　
　
　

概
要　

今
後
の
施
設
・
設
備
の
維
持

管
理
と
上
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化

を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
９
月
以
来

据
え
置
い
て
い
た
水
道
料
金
を
改
定

す
る
も
の
。
令
和
６
年
６
月
施
行
。

　

人
口
減
少
に
伴
う
使
用
水
量
と
料

金
収
入
の
減
少
や
施
設
の
維
持
と
将

来
へ
の
設
備
投
資
な
ど
の
経
費
の
増

大
が
主
な
要
因
。
改
定
率
は
37
・
28

％
で
、
標
準
的
な
家
庭
で
は
月
額

8
2
1
円
（
税
抜
）
負
担
増
の
見
込

み
。

　

改
定
後
、
新
料
金
は
何
年
間
維
持

　

す
る
想
定
か
。

　

大
幅
に
使
用
水
量
が
減
少
し
な
い

　

限
り
、
５
年
間
は
新
料
金
を
維
持

　

す
る
予
定
。

　

他
の
財
源
を
使
っ
て
水
道
料
金
を

　

維
持
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

一
般
会
計
か
ら
公
営
企
業
会
計
で

　

あ
る
水
道
事
業
会
計
へ
の
赤
字
補

　

て
ん
は
、
通
常
で
き
な
い
。

　

前
回
の
改
定
の
際
、
低
所
得
者
向

　

け
に
新
料
金
適
用
の
猶
予
期
間
が

　

あ
っ
た
が
、
今
回
は
な
い
の
か
。

　

前
回
は
条
例
改
正
か
ら
新
料
金
適

　

用
ま
で
３
か
月
間
と
短
く
、
周
知

　

期
間
が
な
か
っ
た
。
今
回
は
６
か

　

月
の
期
間
が
あ
り
、
特
別
な
対
応

　

を
と
る
予
定
は
な
い
。

　

反
対
討
論　
　
　
　

佐
々
木
平
嗣

　

社
会
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し
、
県

で
も
物
価
高
騰
対
策
を
実
施
し
て
い

る
時
期
に
、
水
道
料
金
の
負
担
増
は
、

市
民
生
活
や
企
業
、
自
営
業
者
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
。
水
道
事
業
の

財
政
に
係
る
説
明
も
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
案
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
討
論　
　
　
　
　

森　

鉄
也

　

上
水
道
事
業
の
持
続
的
な
健
全
運

営
と
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
の
料
金
改
定
は
、

先
送
り
せ
ず
速
や
か
に
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
。
公
営
企
業
会
計
は
独
立

採
算
の
原
則
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

案
に
賛
成
す
る
。

　

反
対
討
論　
　
　
　

佐
々
木
春
男

　

実
質
賃
金
が
19
か
月
連
続
減
少
す

る
状
況
下
、
本
市
の
各
種
物
価
高
騰

対
策
事
業
や
対
象
者
を
拡
大
し
た
市

の
対
応
は
評
価
す
る
が
、
全
て
の
家

庭
に
負
担
増
と
な
る
水
道
料
金
の
改

定
は
、
市
民
生
活
を
守
る
べ
き
市
政

と
は
言
え
ず
、
本
案
に
反
対
す
る
。

　

反
対
討
論　
　
　
　

齋
藤　

光
春

　

改
定
案
に
全
て
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
。
資
産
維
持
費
の
１
％
程
度

の
値
上
げ
に
と
ど
め
、
数
年
価
格
据

え
置
き
の
う
え
、
再
度
改
定
を
図
る

の
が
適
当
と
考
え
る
。
社
会
的
弱
者

へ
の
配
慮
な
ど
再
考
の
余
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
案
に
反
対
す
る
。

議
会
の
視
点

　

様
々
な
物
価
の
高
騰
は
行
政
や
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
本
議
案
は
、
今
定
例

会
で
大
き
く
意
見
が
割
れ
た
。
市
民

へ
の
影
響
を
考
慮
す
べ
き
と
の
意
見

や
、
今
後
の
水
道
事
業
の
安
定
的
な

運
営
の
た
め
に
、
や
む
を
得
な
い
と

の
意
見
も
出
た
。

　

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、
一
般

財
源
の
投
入
に
は
税
の
不
公
平
の
面

も
あ
る
。
今
回
の
改
正
は
「
適
正
」

と
さ
れ
る
算
出
額
よ
り
も
大
き
く
引

き
下
げ
た
も
の
だ
。
市
民
に
理
解
を

求
め
る
き
め
細
や
か
な
説
明
が
、
行

政
側
に
も
必
要
と
考
え
る
。

Ａ

ＱＡＱＱ Ａ

漏水復旧工事の様子

奈曽川上流（水源の一つ）
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◎
戸
籍
氏
名
の
読
み
仮
名
記
載
へ

　

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

　

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
６
万
円

　

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

６
１
４
万
円

　

戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
０
万
円

概
要　

法
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
に
氏

名
の
読
み
仮
名
を
記
載
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
。
戸
籍
謄
本

な
ど
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
読

み
仮
名
が
記
載
と
な
る
。

　

法
改
定
の
目
的
は
何
か
。

　

令
和
６
年
よ
り
海
外
で
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
が
予
定
さ
れ

　

て
い
る
。
身
分
証
明
書
と
し
て
の

　

利
用
を
想
定
し
、
読
み
仮
名
を
ロ

　

ー
マ
字
表
記
で
き
る
よ
う
に
し
た

　

も
の
。

議
会
の
視
点

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
同
姓
同

名
に
よ
る
誤
認
や
様
々
な
ひ
も
付
け

の
デ
ー
タ
処
理
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
、
信
頼
性
に
つ
い
て
疑
問
視
さ

れ
て
い
る
点
も
あ
る
。
国
に
は
、
今

回
の
シ
ス
テ
ム
改
修
と
合
わ
せ
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
信
頼
回
復

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

◎
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
交

　

付
金　
　
　
　

１
９
０
８
万
円

概
要　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
経
由

し
て
担
い
手
に
農
地
を
集
積
・
集
約

し
た
地
域
が
対
象
。
地
域
集
積
協
力

金
は
機
構
へ
の
貸
付
面
積
、
集
約
化

奨
励
金
は
農
地
の
団
地
化
の
増
加
割

合
に
応
じ
交
付
さ
れ
る
。

　

対
象
と
な
っ
た
地
区
は
。
現
在
協

　

議
中
の
地
区
が
あ
る
の
か
。

　

対
象
は
小
砂
川
地
区
26 

ha
（
１
５

　

０
８
万
円
）
と
大
須
郷
地
区
10 

ha

　

（
４
０
０
万
円
）
。
現
在
、
立
居

　

地
地
区
と
伊
勢
居
地
地
区
の
集
落

　

営
農
組
織
が
法
人
化
に
向
け
て
協

　

議
中
。

◎
猛
暑
に
よ
る
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　

タ
ー
施
設
の
光
熱
水
費
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

41
万
円

概
要　

利
用
者
の
熱
中
症
予
防
を
目

的
に
、
室
内
プ
ー
ル
の
水
温
維
持
の

た
め
、
常
時
注
水
を
実
施
し
た
こ
と

に
よ
る
増
額
。

　

予
算
補
正
と
熱
中
症
対
策
と
の
因

　

果
関
係
は
。

　

プ
ー
ル
の
水
温
が
高
い
と
体
温
の

　

逃
げ
場
が
な
く
熱
中
症
に
な
る
こ

　

と
が
あ
る
た
め
、
水
温
30
・
2
度

　

で
管
理
し
て
い
る
。
今
夏
は
猛
暑

　

の
影
響
で
高
温
が
続
き
、
常
時
注

　

水
し
て
水
温
を
下
げ
て
い
た
た
め
、

　

使
用
料
が
増
加
し
た
。

議
会
の
視
点

　

市
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
す
る

施
設
で
あ
り
、
施
設
を
開
放
す
る
努

力
は
必
要
と
さ
れ
る
。

　

今
後
も
猛
暑
が
続
く
よ
う
で
あ
れ

ば
、
水
温
維
持
の
た
め
に
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

●
物
価
高
騰
対
策
事
業
を
追
加
提

　

案
①
住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援
給
付

　

金
追
加
交
付
事
業

　
　
　
　
　

１
億
９
１
７
６
万
円

概
要　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

低
所
得
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
一
世
帯
当
た
り
７
万
円

を
給
付
す
る
。

②
灯
油
購
入
費
等
助
成
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
２
９
５
万
円

概
要　

灯
油
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響

を
受
け
る
低
所
得
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
世
帯
当
た

り
８
０
０
０
円
を
給
付
す
る
。

③
障
害
者
支
援
施
設
等
物
価
高
騰

　

対
策
事
業　
　
　

１
２
６
万
円

概
要　

障
害
者
支
援
施
設
な
ど
の
食

材
料
費
と
光
熱
水
費
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
定
員
数
・
事
業
所
数
に

応
じ
た
補
助
金
を
交
付
す
る
。

④
介
護
保
険
施
設
等
物
価
高
騰
対

　

策
事
業　
　
　
　

７
５
４
万
円

概
要　

介
護
保
険
施
設
な
ど
の
食
材

料
費
と
光
熱
水
費
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
定
員
数
・
事
業
所
数
に
応

じ
た
補
助
金
を
交
付
す
る
。

⑤
保
育
所
等
物
価
高
騰
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
万
円

概
要　

保
育
所
な
ど
の
食
材
料
費
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
利
用
児
童

数
に
応
じ
た
補
助
金
を
交
付
す
る
。

補 正 予 算 の 審 議

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
◎
市
の
バ
ス
運
行
を
民
間
委
託
へ

　

（
債
務
負
担
行
為
※

）

　
　
　
　
　
　
　

１
４
６
４
万
円

概
要　

令
和
６
年
度
か
ら
、
市
有
バ

ス
の
運
転
業
務
を
民
間
へ
委
託
す
る

た
め
の
費
用
。
事
業
開
始
は
４
月
以

降
。

　

民
間
委
託
へ
変
更
す
る
理
由
は
。

　

運
転
手
の
高
齢
化
に
よ
り
人
材
確

　

保
に
難
儀
し
て
お
り
、
安
全
な
運

　

行
業
務
が
期
待
さ
れ
る
民
間
委
託

　

を
選
択
し
た
。

議
会
の
視
点

　

全
国
的
に
運
転
手
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
民
間
委
託
す
る
こ
と

で
、
市
バ
ス
の
安
全
な
運
行
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

◎
若
者
支
援
住
宅
の
敷
地
造
成

　

（
債
務
負
担
行
為
）

　
　
　
　
　

３
億
６
０
０
０
万
円

概
要　

住
宅
建
設
に
先
行
す
る
敷
地

造
成
に
係
る
設
計
施
工
事
業
者
の
選

定
・
契
約
な
ど
の
事
業
費
。
契
約
締

結
の
見
込
み
は
令
和
６
年
６
月
。

　

入
居
世
帯
数
の
決
定
時
期
は
。

　

令
和
６
年
１
月
の
住
宅
計
画
に
戸

　

数
を
盛
り
込
む
が
、
現
在
県
と
協

　

議
中
。
小
規
模
で
進
め
た
い
方
針

　

に
変
更
は
な
い
。

議
会
の
視
点

　

令
和
５
年
１
月
に
整
備
事
業
の
執

行
を
停
止
し
、
計
画
の
見
直
し
・
検

討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
初
提
案
時

よ
り
も
事
業
期
間
が
長
期
化
し
て
い

る
現
状
に
あ
り
、
今
後
の
動
向
を
注

視
す
る
。

◎
一
時
預
か
り
事
業
利
用
補
助
金

　

を
増
額　
　
　
　
　
　

11
万
円

概
要　

保
育
園
な
ど
の
施
設
に
入
園

し
て
い
な
い
乳
幼
児
を
一
時
的
に
預

け
る
際
、
保
護
者
の
利
用
料
を
補
助

す
る
も
の
。
令
和
５
年
開
始
の
新
規

事
業
。

　

利
用
者
が
増
加
し
た
要
因
は
。

　

理
由
を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
こ
と

　

や
利
用
料
の
無
償
化
、
育
児
休
業

　

の
取
得
促
進
に
よ
る
休
業
中
の
保

　

護
者
の
利
用
な
ど
が
増
加
の
要
因

　

と
み
て
い
る
。

議
会
の
視
点

　

事
業
無
償
化
は
大
い
に
評
価
で
き

る
施
策
だ
。
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
が
整
う
こ
と
は
、
若
い
世
代

の
励
み
に
な
り
、
少
子
化
対
策
へ
の

起
爆
剤
と
な
り
え
る
施
策
の
一
つ
と

し
て
、
期
待
し
た
い
。

◎
男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
予
防
接
種
委
託

　

料
を
増
額　
　
　

１
６
６
万
円

概
要　

対
象
を
中
学
１
年
生
か
ら
25

歳
ま
で
の
若
年
男
性
と
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
※

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
委
託
料
。
実

績
見
込
額
に
よ
る
も
の
。
令
和
５
年

度
開
始
の
新
規
事
業
。

　

今
後
の
実
績
見
込
接
種
数
は
。

　

毎
月
20
人
程
度
が
接
種
し
て
い
る
。

　

今
回
は
1
0
0
回
分
を
追
加
す
る
。

議
会
の
視
点

　

男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

将
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
健
康
と
命
を

守
る
だ
け
で
は
な
く
、
咽
頭
・
肛
門
・

陰
茎
が
ん
な
ど
の
発
症
の
予
防
効
果

が
得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日

本
の
接
種
率
は
世
界
的
に
見
て
も
低

く
、
男
女
と
も
に
比
率
を
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
補
正
に
は

大
い
に
意
義
が
あ
る
。

補 正 予 算 の 審 議

Ａ ＱＱ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ ＱＡ

定　

例　

会

一　
般　
質　
問

視　
察　
報　
告

定　

例　

会

一　
般　
質　
問

視　
察　
報　
告

※
債
務
負
担
行
為
…
地
方
公
共
団
体
が
将
来
に

　

わ
た
る
支
払
い
義
務
を
確
定
す
る
も
の
。

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
…
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

Ｂ＆Ｇ海洋センター室内プール
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アウトドア拠点施設完成予想図（国道７号側）
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にかほ市議会だより　第78号　２０２４．２．１にかほ市議会だより　第78号　２０２４．２．１

●
議
提
第
８
号　

可
決

　

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実

　

現
の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善

　

を
求
め
る
意
見
書

審
査
概
要　

医
療
・
介
護
等
職
員
の

処
遇
改
善
の
た
め
、
国
に
必
要
と
さ

れ
る
人
員
の
確
保
と
体
制
づ
く
り
を

求
め
る
も
の
。

●
議
提
第
９
号　

可
決

　

医
療
・
介
護
施
設
へ
の
支
援
を

　

拡
充
し
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

　

や
人
員
増
を
求
め
る
意
見
書

審
査
概
要　

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

と
人
員
配
置
増
の
た
め
、
診
療
・
介

護
報
酬
の
引
き
上
げ
改
定
な
ど
を
求

め
る
も
の
。

●
議
提
第
10
号　

可
決

　

子
供
の
医
療
費
助
成
を
高
校
卒

　

業
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求

　

め
る
意
見
書

審
査
概
要　

秋
田
県
で
実
施
し
て
い

る
医
療
費
助
成
の
対
象
期
間
を
、
中

学
校
卒
業
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
延
長

す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

○
陳
情
第
13
号　

継
続
審
査

　

健
康
保
険
証
廃
止
の
中
止
に
つ

　

い
て
国
に
意
見
書
提
出
を
求
め

　

る
陳
情

審
査
概
要　

国
で
は
健
康
保
険
証
機

能
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
一

体
化
を
進
め
て
い
る
。
保
険
証
廃
止

の
是
非
を
本
議
会
で
も
調
査
す
る
べ

き
と
し
た
こ
と
か
ら
、
継
続
審
査
と

決
し
た
。

議提・陳情の審議

　
条
例
な
ど
の
改
正

　
●
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
勤
勉
手

当
の
支
給
開
始
へ

概
要　

法
改
正
に
伴
い
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
支
給
を
可
能

と
す
る
も
の
。
令
和
６
年
４
月
施
行
。

　

勤
勉
手
当
の
内
容
は
。

　

業
務
成
績
へ
の
報
償
を
目
的
に
支

　

給
す
る
も
の
。
基
礎
額
か
ら
算
出

　

さ
れ
、
勤
務
成
績
に
よ
り
変
動
が

　

あ
る
。

●
妊
産
婦
の
国
民
健
康
保
険
税
の

　

一
部
を
減
額
へ

概
要　

法
改
正
に
伴
い
、
産
前
産
後

期
間
の
被
保
険
者
の
国
保
税
の
う
ち
、

所
得
割
額
と
均
等
割
額
を
減
額
す
る

も
の
。
期
間
は
単
胎
児
４
か
月
間
、

多
胎
児
６
か
月
間
と
な
る
。

　

減
免
さ
れ
る
税
額
の
モ
デ
ル
ケ
ー

　

ス
は
あ
る
の
か
。

　

妊
産
婦
本
人
分
の
税
額
が
、
単
胎

　

妊
娠
の
場
合
は
12
分
の
４
、
多
胎

　

妊
娠
の
場
合
は
12
分
の
６
が
減
免

　

さ
れ
る
。

議
会
の
視
点

　

本
改
正
に
よ
り
、
各
健
康
保
険
制

度
の
保
険
料
の
取
り
扱
い
が
均
一
と

な
る
。
周
知
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
、

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
や
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

が
必
要
と
さ
れ
る
。

●
新
た
に
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

　

議
会
を
設
置

概
要　

ご
み
の
減
量
と
再
利
用
の
促

進
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
調
査
・
審

議
す
る
審
議
会
を
設
置
す
る
も
の
。

市
指
定
ご
み
袋
の
製
造
に
関
す
る
要

綱
や
ご
み
処
理
手
数
料
の
改
正
な
ど

を
審
議
す
る
予
定
。

　

ご
み
袋
や
ご
み
処
理
手
数
料
は
値

　

上
げ
す
る
の
か
。
値
下
げ
す
る
の

　

か
。

　

検
討
中
だ
が
、
現
在
の
状
況
か
ら

　

み
て
値
下
げ
の
予
定
は
な
い
。

議
会
の
視
点

　

廃
棄
物
に
関
し
て
は
、
減
量
や
分

別
、
ご
み
袋
へ
の
氏
名
の
記
載
な
ど
、

他
自
治
体
で
も
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

市
民
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
得
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
。

議
会
の
視
点

　

協
定
の
相
手
方
で
あ
る
モ
ン
ベ
ル

が
指
定
管
理
者
と
な
る
。
今
後
の
契

約
内
容
に
は
注
視
を
要
す
る
。

　

拠
点
施
設
を
中
心
と
す
る
、
本
市

の
環
境
を
最
大
限
生
か
し
た
関
係
人

口
の
創
出
、
市
民
の
健
康
増
進
、
地

域
主
体
の
環
境
整
備
と
周
辺
へ
の
波

及
効
果
に
大
い
に
期
待
す
る
。

●
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す

　

の
宿
泊
料
金
を
改
定

概
要　

現
在
の
物
価
水
準
へ
対
応
し

た
適
正
な
価
格
帯
に
改
定
し
、
施
設

の
採
算
性
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
。

　

料
金
改
定
を
行
う
理
由
は
。

　

現
行
の
料
金
体
系
は
、
事
業
者
の

　

企
業
努
力
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き

　

た
。
昨
今
、
企
業
努
力
で
吸
収
で

　

き
な
い
部
分
が
多
く
な
り
、
宿
泊

　

料
金
の
改
正
提
案
と
な
っ
た
。
宿

　

泊
料
は
、
条
例
上
限
額
の
範
囲
内

　

で
設
定
す
る
た
め
、
一
律
に
大
き

　

く
値
上
げ
す
る
も
の
で
は
な
い
。

議
会
の
視
点

　

今
後
、
素
泊
り
や
繁
忙
期
・
閑
散

期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
設
定
に
よ
る
、

新
た
な
宿
泊
プ
ラ
ン
の
提
供
が
可
能

に
な
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
施
設
と
な
り
、
経
営
の
健
全
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
営
努
力
は
評
価
す

る
が
、
早
期
に
条
例
改
正
の
検
討
を

す
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

●
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
施
設
の
指
定

　

管
理
者
を
決
定

概
要　

拠
点
施
設
の
指
定
管
理
者
に

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
を
指
定
す
る
も
の
。
期
間
は
令

和
６
年
４
月
か
ら
10
年
間
。

　

拠
点
施
設
に
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に

　

精
通
し
て
い
る
方
が
配
置
さ
れ
る

　

の
か
。
ま
た
、
国
の
地
域
活
性
化

　

起
業
人
制
度
の
支
援
期
限
は
い
つ

　

か
。

　

民
間
の
認
定
団
体
資
格
を
有
す
る

　

人
員
の
派
遣
を
依
頼
す
る
予
定
。

　

国
の
支
援
は
１
年
更
新
で
、
最
大

　

３
年
間
派
遣
が
可
能
。

条 例 な ど の 審 議

温泉保養センターはまなす

定　

例　

会

一　
般　
質　
問

視　
察　
報　
告

定　

例　

会

一　
般　
質　
問

視　
察　
報　
告

Ａ Ｑ Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

建設が進むアウトドア拠点施設（１月１１日現在・道の駅展望塔から）
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議案・賛否一覧
総務…総務常任委員会、教民…教育民生常任委員会、産建…産業建設常任委員会

予算特別…一般会計予算特別委員会（議長を除く議員 14 名）
　○は賛成　●は反対（※1 議長は表決しない）

　簡易表決とは、可決に「異議がない」ことを会議に諮る簡易な方法のこと。 定　

例　

会

一　
般　
質　
問

視　
察　
報　
告

定　

例　

会

一　
般　
質　
問

視　
察　
報　
告

ス
ポ
ー
ツ
資
源
等
の
活
用
を

　

問　

天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
４

面
を
有
効
活
用
し
、
７
・
８

月
に
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
（
女
子
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
）
チ
ー

ム
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
、
高

校
年
代
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
大

会
を
開
催
し
て
は
。

　

商
工
観
光
部
長　

地
元
の
素

晴
ら
し
い
施
設
を
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

サ
ッ
カ
ー
協
会
と
一
緒
に
前

向
き
に
捉
え
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の

　
　

な
り
手
不
足
対
策
は

　

問　

消
防
団
員
確
保
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
一
つ
の
要

因
に
消
防
訓
練
大
会
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
団
員
に
対
し

て
大
会
を
含
む
行
事
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
予
定
は
。

　

消
防
長　

各
種
行
事
の
開
催

に
様
々
な
意
見
が
出
て
お
り
、

改
め
て
今
後
の
行
事
の
在
り

方
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

今
年
度
末
ま
で
に
実
施
す
る

予
定
だ
。

　

問　

消
防
団
員
の
確
保
・
加

入
促
進
を
図
る
目
的
で
「
消

防
団
応
援
の
店
」
事
業
を
実

施
し
て
い
る
が
、
現
在
加
入

店
舗
数
は
少
な
い
。
啓
発
活

動
は
実
施
し
て
い
た
の
か
。

　　

消
防
長　

啓
発
活
動
は
、
今

ま
で
や
っ
て
き
て
い
な
い
。

周
知
の
方
法
、
登
録
の
推
進

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
学
部
活
動
の
チ
ー
ム

　
　

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

　

問　

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り

中
学
部
活
動
の
団
体
競
技
は
、

学
校
単
独
で
の
活
動
が
今
後

も
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
中
学
校
統
合
の
前
段
と

し
て
「
に
か
ほ
市
立
中
学
〇

〇
部
」
と
部
活
動
の
統
合
の

考
え
は
な
い
か
。

　

教
育
長　
「
オ
ー
ル
に
か
ほ
」

の
名
前
を
付
け
た
活
動
の
場
、

あ
る
い
は
チ
ー
ム
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

中
学
校
体
育
連
盟
に
伝
え
、

協
議
し
た
い
。

◀
録
画
配
信

さ
い
と
う　
　

ゆ
う　

し

齋
藤　

雄
史
議員

1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15 16

髙
橋

利
枝

齋
藤

光
春

佐
々
木
正
勝

宮
崎
信
一
※

齋
藤

雄
史

齋
藤

聡

齋
藤

進

佐
々
木
平
嗣

小
川

正
文

佐
々
木
孝
二

佐
藤

直
哉

佐
々
木
春
男

佐
々
木
敏
春

森

鉄
也

伊
藤

竹
文

9 専決処分の報告（専決第１１号から第１５号） -

10 専決処分の報告（専決第１６号） -

11 にかほ市観光開発株式会社の経営状況の報告 -

12 専決処分の報告（専決第１７号） -

78 教育委員会教育長の任命 -意同

79 教育委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

80
にかほ市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例制定

可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ -

81
にかほ市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例制定

可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ -

82 にかほ市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

83
にかほ市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例制定

務総決可

84 にかほ市印鑑条例の一部を改正する条例制定 民教決可

85 にかほ市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例制定 民教決可

86 にかほ市温泉保養センターはまなす条例の一部を改正する条例制定 建産決可

87 にかほ市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定 建産決可

88 にかほ市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ● ● - ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ 産建

89 にかほ市火災予防条例の一部を改正する条例制定 務総決可

90 にかほ市公の施設の指定管理者の指定 建産決可

91 市道路線の廃止 建産決可

92 本荘由利広域市町村圏組合規約の一部変更 民教決可

93 令和５年度にかほ市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ -

94 令和５年度にかほ市国民健康保険事業特別会計施設勘定補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

95 令和５年度にかほ市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

96 令和５年度にかほ市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

97 令和５年度にかほ市水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

98 令和５年度にかほ市一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予算特別

99 令和５年度にかほ市国民健康保険事業特別会計事業勘定補正予算（第２号） 民教決可

100 令和５年度にかほ市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 民教決可

101 令和５年度にかほ市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 建産決可

102 令和５年度にかほ市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 建産決可

103 にかほ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定 務総決可

104 令和５年度にかほ市一般会計補正予算（第１０号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 予算特別

陳
11

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善について国に意見書提出
を求める陳情

採択 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教民

陳
12

国民のいのちと健康を守るため、政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充
しすべてのケア労働者の賃上げや人員増のため国に意見書提出を求める陳情

採択 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教民

陳
13

健康保険証廃止の中止について国に意見書提出を求める陳情
継続
審査

教民

陳
14

秋田県に対して「子供の医療費助成を中学から高校卒業まで引き上げること」
を求める意見書提出の陳情書

採択 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教民

8 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

9 医療・介護施設への支援を拡充しケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

10 子供の医療費助成を高校卒業まで引き上げることを求める意見書 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

簡易表決

議提など

果結名件号番

議席番号

付　託
委員会

-

１２月定例会（１１月２８日～１２月１２日）

-

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

報　　告

議　　案

簡易表決

請願・陳情

賛成14票

-

-

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

独立した民間組織による運営が望ましい

地域スポーツコミッション設立を検討しては

　

録
画
配
信

▲

市長
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市民の安全確保のため、警戒の対策に
努める

熊対策を万全に、人命を守る対策を

　

録
画
配
信

▲

脱
炭
素
社
会
へ
の

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
は

問

脱
炭
素
の
取
り
組
み
へ

の
本
気
度
を
示
す
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

地
域
脱
炭
素
推
進
協

議
会
と
議
論
を
し
な
が
ら
、

遅
く
な
い
時
期
で
の
宣
言
を

検
討
す
る
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
状
況
を
見
極

め
て
検
討
を
し
た
い
。

問

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
目
標
と
し
た
、
自
治
体

新
電
力
に
取
り
組
む
考
え
は

あ
る
か
。　

市
長

自
治
体
新
電
力
の
設

置
を
含
め
た
具
体
的
な
取
組

み
は
、
協
議
会
を
中
心
に
検

討
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
は
、
地
域
の
脱
炭
素

を
達
成
す
る
面
に
お
い
て
も
、

地
域
経
済
発
展
の
面
に
お
い

て
も
重
要
な
位
置
づ
け
と
考

え
て
い
る
。

問

住
民
や
事
業
者
を
対
象

に
、
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
な
ど

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

令
和
６
年
度
に
実
施

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

問

「
環
境
省
の
地
域
脱
炭

素
実
現
に
向
け
た
再
エ
ネ
の

最
大
限
導
入
の
た
め
の
計
画

づ
く
り
支
援
事
業
」
に
応
募

す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

市
長

既
存
の
計
画
は
個
別

に
作
成
さ
れ
、
脱
炭
素
へ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
が
欠
け

て
い
た
。
本
事
業
を
活
用
し
、

本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
計

画
の
策
定
を
目
指
し
た
い
。

施設は無償貸与であり、経済効果の試算は
していない

旧
上
郷
小
学
校
の

　
　
　
　

利
活
用
状
況
は

問

将
来
的
な
利
用
者
・
費

用
対
効
果
の
試
算
は
。

市
長

将
来
的
な
試
算
は
読

み
づ
ら
く
、
し
て
い
な
い
。

企
画
調
整
部
長

将
来
的
な

収
支
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問

サ
ウ
ナ
施
設
の
利
用
者

の
試
算
を
伺
う
。

市
長

宿
泊
者
及
び
貸
し
切

り
利
用
者
を
想
定
し
て
お
り
、

サ
ウ
ナ
の
み
の
利
用
者
は
想

定
し
て
い
な
い
。
今
後
は
運

営
業
者
が
実
施
す
る
も
の
で
、

市
が
試
算
す
る
も
の
で
は
な

い
。

問

地
域
住
民
が
参
加
で
き

る
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
、

住
民
と
の
協
議
の
内
容
は
。

企
画
調
整
部
長

事
業
実
施

決
定
時
に
、
上
郷
地
区
自
治

会
長
連
絡
協
議
会
に
事
業
内

容
を
説
明
し
た
。
以
降
、
検

討
会
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

旧
上
浜
小
学
校
の

　
　
　
　

利
活
用
状
況
は

問

施
設
の
利
用
状
況
と
利

用
収
益
を
伺
う
。

市
長

施
設
管
理
運
用
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
企
画
が
行
っ
て
お

り
、
市
の
経
費
支
出
は
な
い
。

利
用
者
は
３
年
間
で
約
６
１

０
０
人
。
利
用
収
益
は
無
償

貸
与
し
て
い
る
運
営
業
者
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

類
似
事
業
の
「
わ
く
ば

に
か
ほ
」
と
「
し
ま
の
ま
」

の
関
連
性
は
。

市
長

「
わ
く
ば
に
か
ほ
」は

地
域
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育
成
・

輩
出
す
る
こ
と
、
「
し
ま
の

ま
」
は
新
事
業
に
挑
戦
す
る

企
業
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
両
事
業
と

も
必
要
な
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
今
後

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

廃校利活用における将来的な経済波及効果は

　

録
画
配
信

▲

今後の状況を見極めて検討をしたい

「ゼロカーボンシティ宣言」をする考えは

　

録
画
配
信

▲

市長

市
の
熊
対
策
は

問

熊
の
被
害
か
ら
市
民
の

命
を
守
る
た
め
の
対
策
は
。

農
林
水
産
部
長

①
警
戒
へ

の
注
意
事
項
や
対
策
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
で
知
ら

せ
る
ほ
か
、
教
育
委
員
会
、

幹
部
交
番
と
も
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

熊
の
目
撃
通
報
が
あ
っ
た

場
合
は
、
防
災
無
線
で
の
周

知
や
、
自
治
会
長
な
ど
に
も

情
報
を
伝
え
て
い
る
ほ
か
、

防
災
安
心
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ⅰ
Ｎ

Ｅ
、
市
Ｈ
Ｐ
で
周
知
し
て
い

る
。
ま
た
、
幹
部
交
番
、
消

防
署
、
猟
友
会
と
連
携
し
て

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。

②
捕
獲
者
・
狩
猟
者
の
確
保

の
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら

狩
猟
免
許
取
得
費
用
を
支
援

し
て
い
る
。
現
在
の
実
施
隊

員
は
、
25
名
で
増
加
傾
向
に

あ
る
。

③
鉄
砲
所
持
を
伴
う
出
動
時

の
費
用
援
助
を
一
回
当
た
り

６
０
０
０
円
、
鉄
砲
所
持
を

伴
わ
な
い
出
動
を
３
０
０
０

円
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
処

理
費
用
支
援
と
し
て
は
、
県

が
捕
獲
者
慰
労
金
一
頭
当
た

り
７
０
０
０
円
を
支
給
す
る

考
え
を
示
し
て
い
る
。

農
作
物
の

　
　

被
害
状
況
と
支
援
は

問

高
温
と
、
豪
雨
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
と
そ
れ
に
対

す
る
支
援
は
。

農
林
水
産
部
長

作
物
ご
と

の
減
収
割
合
は
、
イ
チ
ジ
ク

70
％
、
キ
ャ
ベ
ツ
65
％
、
ネ

ギ
、
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

そ
ば
、
大
豆
が
50
％
、
ア
ス

パ
ラ
、
小
菊
、
リ
ン
ド
ウ
、

ダ
リ
ア
20
％
。
水
稲
５
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
定
例
会
で
は
、
園
芸
農

家
が
営
農
意
欲
の
低
下
で
離

農
し
な
い
よ
う
に
、
市
独
自

の
支
援
策
と
し
て
１
２
０
０

万
円
の
補
正
予
算
案
を
提
出

し
て
い
る
。

問

モ
ン
ベ
ル
が
地
域
に
及

ぼ
す
効
果
、
ア
ウ
ト
ド
ア
拠

点
施
設
の
役
割
や
活
性
化
の

効
果
に
つ
い
て
、
市
民
に
対

し
て
説
明
不
足
と
感
じ
る
。

市
長

モ
ン
ベ
ル
に
は
既
存

観
光
素
材
の
磨
き
上
げ
の
効

果
を
期
待
し
て
い
る
。
東
北

最
大
規
模
の
モ
ン
ベ
ル
ス
ト

ア
が
で
き
る
こ
と
で
、
１
１

５
万
人
の
会
員
向
け
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
移
住
や

新
た
な
働
き
方
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
提
案
に
期
待
し
て

い
る
。

　

今
後
は
、
観
光
部
署
の
み

な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
、

生
涯
学
習
関
連
の
各
種
施
設

や
観
光
協
会
、
商
工
会
な
ど

の
民
間
団
体
と
も
連
携
を
し

て
、
市
民
の
理
解
と
周
知
を

図
り
た
い
。

陸
上
競
技
等
振
興
の

　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

問

学
校
で
地
元
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
競
技
へ
の
積
極
的
な

参
加
の
検
討
を
。

教
育
長

子
ど
も
た
ち
に
競

技
の
魅
力
を
伝
え
、
興
味
を

持
た
せ
る
こ
と
で
、
普
及
を

図
り
、
幅
広
い
年
齢
層
の
参

加
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

仁
賀
保
高
校
の
存
続
を

問

仁
賀
保
高
校
存
続
の
た

め
、
環
境
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
が
可
能
か
。

市
長

仁
賀
保
高
校
は
、
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
や
カ
ヌ

ー
体
験
な
ど
、
地
域
と
の
繋

が
り
の
中
で
ア
イ
デ
ア
の
創

出
や
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、

行
政
や
市
民
と
一
緒
に
な
っ

て
活
動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

開
校
初
期
か
ら
鳥
海
山
へ
の

全
校
登
山
を
実
施
し
、
山
岳

部
が
あ
る
学
校
で
も
あ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
企

画
に
取
り
組
む
中
で
、
積
極

的
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

通過型観光から滞在型観光へ繋がる

新たな観光メニューの開発へ

アウトドア拠点施設整備の地域への波及効果は

　

録
画
配
信

▲

市長

市長

市長

定　

例　

会

一

般

質

問

視

察

報

告

定　

例　

会

一

般

質

問

視

察

報

告

さ
い
と
う　
　

み
つ
は
る

齋
藤　

光
春
議員

さ　

さ　

き

は
る

お

佐
々
木
春
男
議員

さ　

さ　

き

ま
さ
か
つ

佐
々
木
正
勝
議員

さ　

さ　

き

と
し
つ
ぐ

佐
々
木
平
嗣
議員

旧上郷小学校
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総務常任委員会行政視察（１１月８日～１０日）

教育民生常任委員会行政視察（１１月７日～９日）

◆北海道南富良野町・富良野市
【目的】
　現在本市において建設中の「アウトドア拠
点施設」の先進地事例のほか、優れた地域資
源を活用した地域活性化施策について調査・
研究するため行政視察を実施した。

【概要】
　南富良野町は人口2,310人、町がモンベル
ストアの出店を希望して実現した。
　当初、町議会は、㈱モンベルの誘致による
多大な財政負担を危惧していた一方で、人口
減少が進む中、交流人口・関係人口創出のた
めにやむなしとの判断から、最低10年は町
内に店舗を存続させることを条件に採択した。
　道の駅の正面に建てられた店舗は、モンベ
ル側の意向を反映した特徴ある外観の施設と
なっている。そのため、寒冷で雪深い環境下
での維持管理には問題も発生しており、また、
本市と異なり「施設管理業務を委託」してい
る点も注目される。
　現地では、平日でも道内各地から多くの車
が立ち寄る様子も見られ、道の駅の利用者は

43％増加と大きな波及効果が表れている。
町内にはスキー場、カヤック、キャンプ場な
どが既に多く整備されており、道の駅の向か
いに外資系ホテルが進出した。さらに、道の
駅周辺には大型遊具を備えた公園整備が進む
など、アウトドアフィールドとモンベルとの
相乗効果をもたらす環境が構築されつつある。
　今後本市において、素晴らしい環境を生か
した事業展開がなされるのか注視したい。

　12月21日、にかほ市・由利本荘市議会議
員交流会を、道の駅ねむの丘で開催した。今
回の研修会では、ＴＤＫ株式会社の村上智氏
を講師に、「ＴＤＫの地域貢献活動の取組み
紹介と環境保全型スマート農法構築による地
域活性化の提案」を演題として、ご講演いた
だいた。
　ＴＤＫの地域貢献活動の取り組みは、様々
な地域が抱える課題解決には、当地出身のＴ
ＤＫ創業者である齋藤憲三が掲げた「農工一
体」の熱い思いを具現化することでもあり、
「環境保全型スマート農業」を通じて、地域
社会の持続的な成長実現に貢献していく考え

が紹介された。
　ＴＤＫの先進技術を駆使した「アイガモロ
ボットと水位管理を用いた、環境保全型スマ
ート有機農法」の構築・※ＡＳＩＡＧＡＰ認
証支援活動・地域実装６次化支援など、地域
貢献活動に関する具体的アプローチが紹介さ
れ、「ＴＤＫ創業者の想いを継承し、秋田に
貢献する」と述べ講演をしめくくった。
　交流会には、由利本荘市議21名、にかほ
市議13名が出席し、情報や意見交換が行わ
れた。互いのまちをよく知り、地域課題解決
に向けて議会活動を高め合っていくための情
報交換となった。
　
※ＡＳＩＡＧＡＰ…アジアの農業生産分野で唯一
　の国際規格

【目的】
　本市が申請した、環境省の「地域脱炭素実現
に向けた再エネの最大限導入のための計画づ
くり支援事業」が採択された。脱炭素に向け
た取組が動き出したことを受け、11月８日・
９日の２日間、脱炭素先行地域である新潟県
関川村と同佐渡市に対し、脱炭素化の取り組
みがもたらす地域課題の解決や経済効果など
をテーマに行政視察を実施した。

◆新潟県関川村
　関川村は、人口減少で産業低迷が進み、地
域課題解決の活路を村の資源を活用した産業
おこし、企業誘致、起業推進につながる「脱
炭素の取り組み」に見いだし、「地域防災型
マイクログリッド※導入」「林業活性化・エネ
ルギー高度利用」「ＥＶ導入脱炭素交通」な
どの事業を計画し、持続可能な村の実現に向
け取り組んでいた。
　※地域マイクログリッド…小規模電力網

◆新潟県佐渡市
　佐渡市では、離島ゆえにエネルギー供給の

課題を抱え、限られた地域内で再生可能エネ
ルギーによって電気をつくり、地域内の電力
供給を賄う、エネルギー地産地消システム経
済の足かせとなっていた。この課題を脱炭素
の取り組みにより、「自然エネルギーの島構
想（新潟県）」に転換を図り、「トキと共に暮
らす環境の島」、「自立分散・再生可能エネ
ルギーを活用した持続可能な島」の実現に向
け取り組んでいる。
　規模の違う２つの自治体を視察したが、共
通点は、脱炭素の取り組みを契機に抱える課
題の解決を図ろうとするものだった。本市の
計画づくりにおいても参考となる点は多くあ
り、地域課題をどう捉え脱炭素社会の実現を
図ろうとするのか注視したい。

◆国立極地研究所（東京都立川市）
【目的】
　市が運営する収蔵展示施設では、収蔵スペ
ースが手狭になりつつあることから、アーカ
イブ化の取組について調査・研究するため。
【概要】
　アーカイブ化、ネットワークの構築情報の
共有が、学術のほか、多方面において有用で
あることが理解された。

◆くつかけテラス（長野県軽井沢町）
【目的】
　駅に隣接するスペースや町立図書館の事
例・運営について調査・研究するため。
【概要】
　当該施設には、観光案内所、新規事業者に
無料で貸し出す商業スペース「チャレンジシ
ョップ」など、図書館内には、パソコン使用
スペース、乳幼児の遊びスペース、授乳室や
子供用トイレなどがあり、さまざまな人が快
適に利用できる工夫がみられた。

◆佐久市子ども未来館
「ｓａｋｕｍｏ（サクモ）」（長野県佐久市）
【目的】
　市が運営する収蔵展示施設には、先人の功
績を讃え、後世に伝える役割と共に、観光的
機能も期待されていることから、展示のエン
ターテインメント性や工夫などについて調
査・研究するため。
【概要】
　当該施設では、佐久市の政策テーマの一つ
である「子育て」に軸を置いた運営がなされ
ていた。学校での学習に符合した展示や、追
体験できるなどの工夫、テーマに合わせた企
画運営と対外的な連携や交流には、大いに参
考すべきものがあった。

産業建設常任委員会行政視察（１０月３日～５日）

にかほ市・由利本荘市議会議員交流会

関川村役場での研修道の駅を核とした公園などの整備状況を視察

佐久市子ども未来館を視察実証実験で使用されたアイガモロボット研修会場の様子




